
川崎市上下水道局
平成２８年１１月 1

社会資本総合整備計画 事後評価



～ 対 象 計 画 ～

◎計画の名称

・川崎市公共下水道 社会資本総合整備計画 【通常】
対象事業(・高度処理・老朽化対策)

・川崎市公共下水道 社会資本総合整備計画 【防災・安全】
対象事業(・地震対策・浸水対策・高度処理・合流改善

・老朽化対策・温暖化対策)

◎計画期間
・平成26年度～平成28年度（3年間）

◎計画の目標
・強くしなやかな下水道への転換と環境への配慮
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◆概要



下水道の役割としくみ
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◆水の循環
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下水道の役割としくみ

街をきれいにする
（公衆衛生の向上）

トイレの水洗化と
生活排水の処理
（生活環境の改善）

浸水から街を守る
（浸水の防除）

きれいな水辺をつくる
（公共用水域の水質保全）

下水道の
重要な役割

家庭や学校、ビルや工場
などから流される
よごれた水

雨水

汚水

下水

下水管に流れこんだ
雨水

◆下水道の重要な役割

◆汚水と雨水



下水道の役割としくみ

合流式
汚水と雨水を同じ下水管で運ぶ方法

川や海に流します
水処理センターで
処理します

汚水と雨水を
いっしょに

雨水

汚水

雨水

分流式
汚水と雨水を別々の下水管で運ぶ方法

雨水は 汚水だけを

雨水

汚水

雨水

◆排除方式（下水の流し方）

川や海に流します

大雨時には
処理しきれない
下水を
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下水道の役割としくみ

◆下水道施設の構成

雨水

汚水

汚水

雨水

下水管きょ
（合流）

ポンプ場
（汚水）
（雨水）

水処理
センター

水処理
センター

ポンプ場
（汚水）

下水管きょ
（汚水）

公
共
用
水
域
へ
放
流

汚泥
処理施設

ポンプ場
（雨水）

下水汚泥

焼却灰（※）
※放射性物質の濃度が低下した新
たに発生する下水汚泥焼却灰につ
いては、平成２８年４月より試験埋
立を開始

下水汚泥

処理しきれない下水 6

下水管きょ
（雨水）

分
流
式

合
流
式



下水道の役割としくみ
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沈砂池

最初沈殿池

反応タンク

最終沈殿池

水質試験室

汚泥処理施設
（ｽﾗｯｼﾞｾﾝﾀｰ）

◆下水処理のしくみ



8

下水処理場

中継ポンプ場

下水道管（雨
水）

マンホール

雨水汚水

下水道管
（汚水）

家庭や工場からでた汚水は、下水道管を通って、下水処理場へ運ばれます。

家庭から出た汚水は、
下水道管へ流れ込みま
す。

下水道管は、汚水が自然に流れていく
ように勾配をつけて埋設されていて、
だんだん太く、深くなります。

下水処理場に送られた汚
水は、さまざまな施設や設
備できれいにされます。

下水道管が深くなると、ポンプで汲み上
げ、また高いところから流し込みます。

下水道の役割としくみ

◆ポンプ場のしくみ



9

家庭や工場からでた汚水などは、下水処理場できれいな水に処理されます。

きれいになった
処理水をさらに
塩素で消毒し、
川や海に放流
します。

沈砂池では沈ま
なかった細かい
汚れを、時間を
かけて沈めます。

下水の中にある
大きなごみや砂
を取り除きます

微生物が下水の
汚れを食べます。

汚れを食べて大
きくなった微生物
が沈み、水がきれ
いになります。

【消毒設備】【最初沈殿池】【沈砂池】 【反応タンク】 【最終沈殿池】

下水道の役割としくみ

◆水処理センターのしくみ



下水道の役割としくみ

◆汚泥処理施設（スラッジセンター）のしくみ

入江崎
水処理
センター

加瀬
水処理
センター

等々力
水処理
センター

麻生
水処理
センター

灰利用

余熱利用

セメント原料

混合槽 濃縮 脱水 焼却
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※現在は、
原発事故の影響で
放射性物質が
検出されたため
一時中断



：臨海工業地帯
：汚泥圧送管（既設）
：汚泥圧送管

（麻生～等々力）
：処理区界

川崎市の下水道事業

◆川崎市の下水道事業

川崎市の下水道は、昭和6年に浸水対策事業として建設に着手し、人口普及率
100％達成を重点課題として整備を進めてきました。その結果、ほとんどの市民が下水
道を利用できるようになりました。（平成27年度末人口普及率 99.4%）
事業開始から８５年の長い歴史を歩んできた川崎市には、４水処理センター、１汚泥処
理施設、１９ポンプ場、約3,100kmの下水管などの下水道施設があります。
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川崎市の下水道事業

◆普及率と下水道整備費の変遷
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H27 

99.4%



川崎市の下水道事業

◆下水道事業中期計画の施策概要（平成26年度～平成28年度）
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Ⅰ-4-(1)-②　　エネルギー対策

Ⅰ‐４
環境施策の
推進

Ⅰ-4-(1)
環境施策の推進

Ⅰ-4-(1)-①　　地球温暖化対策

Ⅰ-3-(2)
循環型社会への貢献

Ⅰ-3-(2)-①　　資源・施設の有効利用

Ⅰ-3-(1)-②　　老朽化対策（長寿命化）

Ⅰ‐３
持続可能な
下水道に向けた
取組の推進

Ⅰ-3-(1)
老朽化への備え

Ⅰ-3-(1)-①　　老朽化対策（再整備・再構築）

施策目標 施策の方向性 施策名称

Ⅰ‐１
安全・安心に暮らせる
まちづくり

Ⅰ-1-(1)
地震への備え

Ⅰ-1-(1)-①  地震対策

Ⅰ-1-(1)-②　津波対策

Ⅰ-1-(2)
水害への備え

Ⅰ-1-(2)-①　浸水対策　・ゲリラ豪雨対策

Ⅰ‐２
快適で暮らしやすい
地域環境の創造

Ⅰ-2-(1)
生活環境の改善

Ⅰ-2-(1)-①　未普及地域の解消

Ⅰ-2-(2)
公共用水域の水質改善

Ⅰ-2-(2)-①　　高度処理

Ⅰ-2-(2)-②　　合流改善



計画期間の取組【整備計画の概要】

◆整備計画の成果目標【定量的指標】
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施策 指標 定義
管きょの耐震化率(%) 地震対策が完了した管きょ延長の割合

重点地域（川崎駅以南）の重要な管
きょの耐震化率(%)

管きょの地震対策の重点地域（川崎駅以南）において、地震対策
が完了した重要な管きょの延長の割合

防災拠点等地震対策率(%)
管きょの地震対策の重点地域（川崎駅以南）において、被災時にお
ける汚水の流下機能が確保された防災拠点等の割合

水処理センター・ポンプ場の耐震化
箇所率(%)

水処理センター・ポンプ場施設のうち、地震対策が完了した主要構
造物の箇所の割合

浸水対策 雨水整備率（%）
下水道全体計画区域面積のうち、雨水管きょの整備により、5年に
1回程度発生する規模の降雨（時間雨量52mm）への対策を完了し
た面積の割合

高度処理 高度処理普及率(%)
全計画処理能力のうち、赤潮の原因物質でもある窒素やりん等を
除去することができる処理方法が導入された割合

合流改善 合流改善率(%)
合流式下水道区域の面積のうち、雨天時に未処理の下水の一部
が河川や海域に放流されることへの対策として、貯留管や滞水池
などの改善対策施設の整備が完了した区域の面積の割合

温暖化
対策

温室効果ガス削減量（H25年度比）
（t-CO2/年）

水処理センター・ポンプ場施設における設備の老朽化対策等に
よって、高効率機器などが導入されたことにより温室効果ガスが削
減された量

地震対策

内　容



計画期間の取組【事業費】

◆事業費の内訳（計画期間 Ｈ26-Ｈ28）
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計画の名称 主な施策
計画事業費
（百万円）

執行額
（百万円）

進捗率

（当初） ①（評価時） ②（評価時） ②/①（％）

川崎市公共下水道
社会資本総合整備計画

・高度処理
・老朽化対策 7,229 8,360 7,628 91.2%

川崎市公共下水道
社会資本総合整備計画

(防災・安全）

・地震対策
・浸水対策
・高度処理
・合流改善

・老朽化対策

33,509 33,689 22,194 65.9%

合計 40,738 42,049 29,822 70.9%

当初、計上していた計画事業費に対して、社会資本整備総合交付金の内示額や工
事落札率の影響等により、執行額は減少したものの、各施策を市単独事業と合わせ
て執行することで、当初見込んでいた成果目標は概ね達成が見込まれます。



計画期間の取組【地震対策】

◆地震対策（被災時における下水の排除機能の確保）

大規模地震発生時でも下水道機能を損なうことのないように、施
設の再整備や再構築に合わせた耐震化を進めるとともに、被害の
最小化を図る減災対策も合わせて計画的かつ効率的に下水道施
設の地震対策を進めています。

■水処理センター・ポンプ場の
地震対策

地震時の躯体のずれ対策
（エキスパンションジョイントの
補強）
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■管きょの地震対策
既設管きょ内面に新たな
管構築する（更生工法）

■管きょの地震対策
管きょの布設替えによる

耐震化（開削工法）



計画期間の取組【地震対策】

◆管きょの取組内容

川崎駅

地震対策の重点的な取組み地域

（老朽管が多く地盤の液状化による被害が想定される川崎駅以南の地域の重要な管きょに重点化）
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計画期間の取組【地震対策】

◆老朽管の分布
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入江崎
84.7％

加瀬
2.3％

等々力
8.0％

麻生
5.0%

耐用年数50年経過管きょの分布割合（平成27年度末）



計画期間の取組【地震対策】

◆管きょ延長の推移
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●処理区別・下水管きょ延長の推移
(H27年度末)



●老朽管が多く、地盤の
液状化が想定される川崎
駅以南の地域について、
重点的に耐震化を推進

計画期間の取組【地震対策】

◆重点的な取組み地域

川崎駅
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計画期間の取組【地震対策】

◆施設の取組内容
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加瀬水処理センターの耐震化
南系水処理施設の耐震補強

（後施工せん断補強）【H23～H33】

六郷ポンプ場の耐震化
管理棟の耐震補強
（開口部の閉塞）

【H26～H27】

等々力水処理センターの耐震化
最終沈澱池の耐震補強
（可とう継手の設置）

【H22～H27】

拡大

補強前 補強後

施工状況

大島雨水滞水池の耐震化
管理棟の耐震補強
（耐震壁の設置）

【H27～H28】 補強前 補強後



計画期間の取組【浸水対策】

◆浸水対策（雨水対策施設の整備による浸水被害の軽減）
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※雨水対策施設の整備水準（既定計画）
→５年確率降雨（時間雨量５２㎜） 雨水整備率５７％（平成２８年度末見込み）

 浸水実績を考慮して、浸水リスクの高い地区を【重点化地区】と位置付け、
整備水準をグレードアップした施設整備を推進
⇒ 整備水準：１０年確率降雨（時間雨量５８㎜）にグレードアップ

 さらに、国の「下水道浸水被害軽減総合事業」の要件を満たす地区（宮崎、
丸子、大師河原地区）では、都市機能を守るため、効率的な対策整備を推進

⇒ シミュレーションを実施し、既往最大降雨（時間雨量９２㎜）
においても床上浸水とならない対策を推進

＜下水道浸水被害軽減総合事業の地区要件＞
ターミナル駅周辺地区に代表される都市機能が集積している地区で、過去１０年間に ３回以上の浸水実績があり、当該浸水の延べ浸水面

積が１．５ha以上である地区

浸水実績を考慮して、浸水リスクの高い地区を【重点化地区】に位置付け対策
を進めています。



計画期間の取組【浸水対策】

◆実施概要

宮崎地区の浸水対策

（雨水管の整備）
【H21～H28】

馬絹地区の浸水対策

（雨水管の整備）
【H21～H26】

久末地区の浸水対策

（雨水管の整備）
【H22～H27】

丸子地区の浸水対策

（雨水管の整備）
【H22～H28】

大師河原貯留管整備事業
（浸水対策・合流改善施設整備の推進）

【φ5.0m L=2,046m 貯留量 35,600m3】
(H20～H30)

貯留管の整備による、雨天時における

未処理下水放流対策および浸水対策
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[ 凡 例 ]
浸水対策の重点化地区



計画期間の取組【高度処理】

◆高度処理（水質環境基準の達成・維持と快適な水環境の確保）

環境基準の達成、東京湾の赤潮の発生原因でもある富栄養化の防止といっ
た公共用水域の水質保全を目的に、富栄養化物質である「窒素」や「りん」も除
去することができる、高度処理施設の導入を進めています。

赤潮の発生
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閉鎖性水域

高度処理は、東京湾流域の都県が定めた
「東京湾流域別下水道整備総合計画」に基
づき、平成36年度までに計画で定められた

目標水質の達成に向けて、関係自治体が
取組を推進しています。



計画期間の取組【高度処理】

◆実施概要
入江崎水処理ｾﾝﾀｰ西系再構築事業

（高度処理施設の整備の推進）
【Ｈ24～Ｈ30）】

沈砂池管理棟
・躯体工、・機械電気設備工

西系高度処理施設2/2

・躯体工、・機械電気設備工

窒素やりんを除去できる処理方式の施設建設
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等々力水処理センター高度処理
（高度処理施設の整備の推進）

【Ｈ26～Ｈ36）】

流量調整池
・仮設工、土工

窒素やりんを除去できる処理方式の施設建設

沈砂池管理棟

西系高度処理
施設2/2



計画期間の取組【合流改善】

◆合流改善（公共用水域の水質汚濁防止）

26

合流式下水道では、雨天時に雨水と汚水が混合した下水の一部が、未処理
のまま公共用水域に放流され、水質汚濁や衛生学的な安全性が問題となっ
ています。

⇒ 平成１５年に下水道法施行令が改正され、平成３５年度までに
「当面の改善目標」の達成が求められています

「当面の改善目標」
①汚濁負荷量の削減
②公衆衛生上の安全確保
③きょう雑物の削減

公共用水域に未処理
下水が放流される



計画期間の取組【合流改善】

◆合流改善

27

合流式下水道では、雨天時に雨水と汚水が混合した下水の一部が、未処理
のまま公共用水域に放流され、水質汚濁や衛生学的な安全性が問題となっ
ています。

黄色：合流式下水道区域
青色：分流式下水道区域



＜スクリーンの目幅縮小＞

計画期間の取組【合流改善】

◆実施概要
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 浸水対策と合流改善の両方の機能を兼ね備えた大師河原貯留管の整備、
および六郷遮集管の整備を推進
[①汚濁負荷量の削減および②公衆衛生上の安全確保対策]

 ポンプ場などから放流されるきょう雑物（ゴミなど）を削減するため、ポンプ場
スクリーンの目幅縮小を推進
[③きょう雑物の削減対策]

流入 放流

ポンプ

スクリーン

（ 図 ポンプ場概略イメージ ）

（対策前）

※ゴミなど

（対策後）



計画期間の取組【合流改善】

◆実施概要
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[ 凡 例 ]

合流式下水道区域
大師河原貯留管
六郷遮集管
きょう雑物削除対策箇所

大師河原貯留管整備事業
（浸水対策・合流改善施設整備の推進）

【φ5.0m L=2,046m 貯留量 35,600m3】
（Ｈ20～Ｈ30）

貯留管の整備による、雨天時における

未処理下水放流対策および浸水対策

※合流改善率
合流式下水道区域の面積のうち、
「当面の改善目標」の３項目を達成した
区域の面積の割合を示したもの。

大師河原ポンプ場

六郷遮集管

大島ポンプ場

京町ポンプ場

六郷ポンプ場

渋川ポンプ場

天王森ポンプ場

江川ポンプ場

観音川ポンプ場
ポンプ場のスクリーン目幅縮小
（合流改善施設整備の推進）

（Ｈ26～Ｈ27）



計画期間の取組【温室効果ガスの削減】

◆温室効果ガスの削減（地球温暖化防止）
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高効率機器・省エネルギー機器の導入 高温焼却化

汚泥焼却施設

地球環境に配慮した下水道を目指し、省エネ機器の導入、汚泥焼却施設の
段階的な更新（高温焼却化）による温室効果ガスの削減に取り組んでいます。



計画期間の取組【温室効果ガスの削減】

◆実施概要 入江崎総合スラッジセンター２系
（汚泥焼却炉の高温焼却化）

【Ｈ25～Ｈ27】

【処理能力 129,000m3/日】 （H24～H30）

31

下水処理工程で発生する汚泥は、汚泥
圧送管を通して入江崎スラッジセン

ターに集約し燃焼

：臨海工業地帯
：汚泥圧送管（既設）
：汚泥圧送管（麻生～等々力）
：処理区界



計画期間の取組【温室効果ガスの削減】

◆本市の温室効果ガス排出割合（H25年度実績）
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汚泥焼却施設だけで下水道事業における温室効果ガスの排出量の約半分を占めており、
そのうち、約3/4が汚泥焼却由来の温室効果ガス(N2O)です。また、一酸化二窒素(N2O)は
二酸化炭素(CO2)の約310倍もの温室効果を持っていますが、高温焼却(850℃以上)を行
うことで、大幅に削減することが可能です。

総排出量
93,000t-CO2/年

計画期間（H28年度）における累計温室効果ガス削減量（H25年度比の見込み）
4,000t-CO2/年



事業の効果【目標の達成状況】

◆計画の成果目標及び達成状況

33

指標 当初現況値 中間目標値
計画期間の
最終目標値

実績値

（H26当初） （H27末） （H28末） （H28末）

管きょの耐震化率(%) 27.7% 29.0% 29.4% 29.4% 達成（見込み）

重点地域（川崎駅以南）の重
要な管きょの耐震化率(%)

27.6% 48.8% 65.1% 65.1%
達成（見込み）

（Ｈ31末100％に向
けて取組を推進中）

防災拠点等地震対策率(%) 11.6% 20.9% 32.6% 32.6% 達成（見込み）

水処理センター・ポンプ場の耐
震化箇所率(%)

26.8% 31.7% 32.1% 32.1% 達成（見込み）

雨水整備率（%） 56.3% 56.8% 57.0% 57.0% 達成（見込み）

高度処理普及率(%) 27.0% 27.0% 27.0% 27.0%
達成

（Ｈ36末100％に向
けて取組を推進中）

合流改善率(%) 57.1% 57.1% 57.1% 68.5%
達成

（Ｈ35末100％に向
けて取組を推進中）

温室効果ガス削減量（H25年
度比）（t-CO2/年）

―
2,000t-CO2/

年
4,000t-CO2/

年
4,000t-CO2/

年
達成（見込み）

目標
達成状況



事業の効果【アンケート調査】

◆アンケート調査

34

＜概要＞
上下水道局では下水道について、市民の方の意見や要望等を把握し、今後
の事業運営に活用していくため、下水道を使用されている市民の方から、無作
為に抽出した３千人を対象にアンケート（市民意識調査）を実施しました。

（回収数：1,454件、回収率：48.5％）
＜今回の評価対象とした設問＞
あなたは、川崎市の水道・下水道の事業内容について、日頃どのように感じて
いますか。それぞれの項目についてあてはまる番号をお選びください。
○震災時の下水道機能の確保（施設の耐震化など）
○浸水対策（台風・集中豪雨対策）
○川や海の水質改善（下水処理水の水質の向上など）
〇環境への配慮（ＣＯ2削減・省エネルギー）

１ 満足している
２ ほぼ満足している
３ あまり満足していない
４ 満足していない



事業の効果【アンケート調査】

◆下水道への満足度
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震災時の下水道機能の確保
（地震対策）

浸水対策（台風・集中豪雨対策）

川や海の水質改善
（下水処理水の水質の向上など）

環境への配慮（ＣＯ2削減）

地震対策、浸水対策、高度処理、合流改善などの下水道事業の様々な施
策に対しては、概ね７割～８割程度の市民の方が満足している

満足している（計）
Ｈ28（69.3％）

満足している（計）
Ｈ28（69.2％）

満足している（計）
Ｈ28（73.3％）

満足している（計）
Ｈ28（74.5％）



事業の効果【アンケート調査】

◆下水道への満足度
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下水道事業の様々な施策に対しては、概ね７割～８割程度の市民の方が満足しており、
前回、前々回の調査よりも向上している結果が得られた。今後は、調査における自由意
見（下記の表）にもあるように、下水道の仕組みや具体的な事業内容について、さらに
理解を高める取組を進めていく必要がある。

（単位：％）

平成２２年度 平成２５年度 平成２８年度

震災時の下水道機能の確保
（地震対策） 62.4 67.5 69.3

浸水対策
（台風・集中豪雨対策） 66.4 69.1 69.2

川や海の水質改善
（下水処理水の水質の向上など） 61.5 72.6 73.3

環境への配慮（ＣＯ2削減） 58.6 72.6 74.5
※満足している（計）：　調査回答で、「満足している」及び「ほぼ満足している」の合計

調査年度
事業内容

〇満足している（計）の推移※

〇主な自由意見（上下水道局の事業内容について） 【件数順】

内　　容 件　数

情報提供・広報の必要性 51件

事業内容について知らない・分からない 30件

上下水道局に対する感謝 19件

（下水道事業に関する内容を抜粋）



次期計画策定に向けて

◆計画予定期間
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平成２９年度～平成３３年度（５箇年）

◆主な取組み予定内容

＜地震対策＞ 【引き続き下水道事業中期計画に基づき推進】
・ 地震対策の重点的な取組み

（老朽管が多く地盤の液状化による被害が想定されている、川崎駅以南の
重要な管きょの耐震化に加え、川崎駅以北の地域の重要な管きょの耐
震化を推進）

＜浸水対策＞ 【引き続き下水道事業中期計画に基づき推進】
・ 大師河原貯留管の整備
・ 重点化地区での取組み

（すでに重点化地区として整備を推進している大師河原地区に加え、新た
に浸水リスクの高い地区を【重点化地区】に位置付け、浸水対策を推進）



次期計画策定に向けて
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◆主な取組み予定内容

＜高度処理＞ 【引き続き下水道事業中期計画に基づき推進】
・ 入江崎水処理センター西系再構築事業
・ 等々力水処理センターの高度処理化の推進

（窒素やりんを除去できる処理方式の施設建設）

＜合流改善＞ 【引き続き下水道事業中期計画に基づき推進】
・ 大師河原貯留管の整備
・ 六郷遮集管幹線の整備
（浸水改善と合流改善の両方の機能を兼ね備えた貯留管の整備や、未処
理下水の放流回数を削減するための遮集幹線の整備）

＜環境への配慮＞ 【引き続き下水道事業中期計画に基づき推進】
・ 温室効果ガス削減対策など
（入江崎総合スラッジセンターにおける汚泥焼却炉の高温焼却化の推進）


